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下水道事業特別会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

老朽管などの更新を進める

1

平成１２年度以前

都市基盤

1

～

下水道課

維持係

2

下水道法

2

平成３０年度以降

汚水・排水処理

◆２４年度実施状況

マンホールから下水道管の中に調査用のテレビカメラを通し、損傷箇所の調査をし、損傷箇

所はできる限り道路を掘りかえすことなく、マンホールから補修する機械や材料を入れ管の

中で補修を行った。

事務従事職員は、管路調査委託の設計・監督及び管路補修工事の設計・監督業務を行っ

ている。

◆２４年度直接経費の内訳

　下水道管路調査委託料（19,950千円）

　下水道管路清掃委託料（6,894千円）

　下水道管路補修等工事費（59,735千円）

　修繕料（2,463千円）

　人夫賃、手数料、資材購入費など（2,440千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

管路調査により判明した不良箇所の補修を行なうことにより、地下水の浸入を減らし汚水処

理費用の軽減を図る。また、管路の破損による管路閉塞や道路陥没を防ぎ、市民が安全に

安心して下水道利用ができるようにする。
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　人夫賃、手数料、資材購入費など（2,440千円）

　

◆２５年度直接経費の内訳

　下水道管路調査委託料（21,000千円）

　下水道管路清掃委託料（7,000千円）

　下水道管路補修等工事費（66,000千円）

　修繕料（2,270千円）

　人夫賃、手数料、資材購入費など（6,617千円）

　

【その他財源の内容】
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事業実施におけ

る課題

年々下水道整備区域を拡大していくなか、下水道施設の維持管理範囲は増大して行

く。維持管理に必要なコストを下げるべく新たな調査・補修方法を模索していく必要が

あるとともにまもなく耐用年数を迎える施設の長寿命化などを検討する必要がある。
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達成状況

計画的に管路調査・管路補修を実施している。しかしながら、下水道施設の老朽化が

進んでいるため今後も計画的に維持管理をしていく必要がある。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

コスト縮減を図り、調査補修を実施する。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

施設の増大、経年変化により既存の下水道維持管理は必要不可欠である。判定理由

判　定　理　由

維　持

維持管理に必要なコストを下げるべく新たな調査・補修方法を模索していくとともにま

もなく耐用年数を迎える施設の長寿命化などを検討する。

維　持

下水道施設は、道路陥没や管路閉塞などを未然に防ぐため定期的な調査補修が不

可欠な施設である。また地中に埋設された施設がほとんどであり通常目視による確

認が出来ない。事故が起きれば市民生活に直接影響するため調査補修の規模の縮

小・廃止は考えられない。
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一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


